
学校番号 ３０５ 

 

平成 31 年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 
第１学年 

（普通科） 

啓林館「Revised ELEMENT English 

Communication Ⅰ」 

啓林館「Revised ELEMENT English 

Communication Ⅰ 予習ノート」 

啓林館「Revised ELEMENT コミュニ

ケーション英語Ⅰ ワークブック スタ

ンダード」 

Ver. 2 LISTENING TRIAL stage 1.5 

いいずな書店「Pair & Share ①」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ コミュニケーション英語Ⅰの授業は、「話すこと」「書くこと」「聞くこと」「読むこと」の４技能を総合的に高める授業です。 

・ 教科書や副教材の言語素材を用いた音読や暗唱を多く取り入れます。英語の正確な発音やイントネーションに留意し、適切な速度

ではっきりと話すことで、聞いている人にきちんと伝わるような音読や暗唱を心がけましょう。 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（３単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

 前もって準備

した上で、日常

的な事柄につい

て基本的な語や

表現を使って、

複数の文で描写

することができ

る。 

 天候、時間、

物の値段など、

日常的に必要な

事柄について、

決まった表現や

形式を用いて尋

ねたり、答えた

りすることがで

きる。 

コミュ英Ⅰ 

・授業観察 

・GTEC 

・インタビ

ューテスト 

・発表 

 

 

英語表現Ⅰ 

・授業観察 

・GTEC 

・インタビ

ューテスト 

・発表 

 自分のことや

学校、地域のこ

となどの簡単な

紹介文を書くこ

とができる。 

 簡単な語や基

礎的な表現を使

いながら、and、

but、because

などで文と文を

つないで、日記

や説明文などま

とまりのある文

章を書くことが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

・定期考査 

・GTEC 

・提出物 

 

 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・GTEC 

・ライティ

ング課題 

・ワークシ

ート 

 趣味やクラブ

活動などの身近

なトピックにつ

いてゆっくりは

っきりと話され

れば具体的な情

報を聞き取るこ

とができる。 

 ダンスや物の

制作など一連の

行動の手順につ

いて、ゆっくり

はっきりと指示

されればそのと

おり行うことが

できる。 

 

コミュ英Ⅰ 

・GTEC 

・小テスト 

・授業観察 

 

 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・GTEC 

・リスニン

グテスト 

・ワークシ

ート 

 

 有名人物の伝

記や歴史上の出

来事についての

英文を読み、適

宜辞書も利用し

ながら事実関係

を把握すること

ができる。 

 簡単な英語で

表現されていれ

ば、ガイドブッ

クなどを読んで

必要な情報を見

つけ出すことが

できる。 

コミュ英Ⅰ 

・定期考査 

・GTEC 

・音読テス

ト 

・授業観察 

 

 

英語表現Ⅰ 

・定期考査 

・GTEC 

・音読テス

ト 

・授業観察 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

(6 時間) 

<異文化交流・言

語> 

笑いは最高のコ

ミュニケーショ

ン 

桂かい枝さんの

落語論 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

てごく簡単な表現で

自分の意見を話した

り書いたりすること

ができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができる。 

・ワークシートや予習

ノートを用いて本文

の内容理解を行う。 

 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語の５文型、to 不

定詞と動名詞につい

て理解する。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・英語の５文型、to 不

定詞と動名詞につい

て理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 2 

(6 時間) 

<動物・友情> 

ライオンと人間

の絆  

200 万人が見た

感動の実話. 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

てごく簡単な表現で

自分の意見を話した

り書いたりすること

ができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・教材を用いた演習を

行う。 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形、受動態、

分詞の限定用法につ

いて理解する。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

・現在完了形、受動態、

分詞の限定用法につ

いて理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

(6 時間) 

<科学・技術> 

予言は実現し

た？ 

科学者たちの見

た未来 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

てごく簡単な表現で

自分の意見を話した

り書いたりすること

ができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができる。 

・ワークシートや予習

ノートを用いて本文

の内容理解を行う。 

 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋V＋O（疑問詞節・

if 節）、関係代名詞に

ついて理解する。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・S＋V＋O（疑問詞節・

if 節）、関係代名詞に

ついて理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

Lesson 4 

(6 時間) 

<戦争・平和> 

広島・長崎の二

重被爆者  

山口さんの平和

への思い 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 ・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

てごく簡単な表現で

自分の意見を話した

り書いたりすること

ができる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・教材を用いた演習を

行う。 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・S＋V＋C（分詞），S

＋V（知覚・使役動詞）

＋O＋C（原形不定

詞・分詞）、過去完了

形について理解す

る。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・S＋V＋C（分詞），S

＋V（知覚・使役動詞）

＋O＋C（原形不定

詞・分詞）、過去完了

形について理解して

いる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

(6 時間) 

<食文化・健康> 

人々を救う「う

ま味」 

和食の秘密 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

て簡単な表現で自分

の意見を話したり書

いたりすることがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・授業時間を利用して

インタビューテスト

またはスピーキング

テストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができる。 

・ワークシートや予習

ノートを用いて本文

の内容理解を行う。 

 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞＋受動態，要

求・提案などを表す

動詞の that節におけ

る動詞の原形、関係

代名詞の what につ

いて理解する。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・助動詞＋受動態，要

求・提案などを表す

動詞の that節におけ

る動詞の原形、関係

代名詞の what につ

いて理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 6 

(6 時間) 

<国際関係・ボラ

ンティア> 

国際支援に必要

なこととは？ 

失敗から学ぶ教

訓 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

て簡単な表現で自分

の意見を話したり書

いたりすることがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・教材を用いた演習を

行う。 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞の非限定

用法，形式主語の it

について理解する。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・関係代名詞の非限定

用法，形式主語の it

について理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

(6 時間) 

<科学・環境> 

自然界に隠れた

科学技術のヒン

ト 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

て簡単な表現で自分

の意見を話したり書

いたりすることがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができる。 

・ワークシートや予習

ノートを用いて本文

の内容理解を行う。 

 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了進行形，関

係副詞，形式目的語

の it について理解す

る。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・現在完了進行形，関

係副詞、形式目的語

の it について理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

Lesson 8 

(6 時間) 

<スピーチ・現代

社会> 

伝説の招致プレ

ゼン 

成功の秘訣とは 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

て簡単な表現で自分

の意見を話したり書

いたりすることがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・教材を用いた演習を

行う。 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去、仮定法

過去完了について理

解する。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・仮定法過去、仮定法

過去完了について理

解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

(6 時間) 

<障害・人間愛> 

「消防士になり

たい」  

難病の少年の夢

をかなえた人々 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

て簡単な表現で自分

の意見を話したり書

いたりすることがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・リテリングの取組状

況を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができる。 

・ワークシートや予習

ノートを用いて本文

の内容理解を行う。 

 

・説明などを読んで特

に重要な事実等を捉

えることを通じ、全

体の要旨を理解する

ことができている。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法を含む表現、

seem [appear] to do

について理解する。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・仮定法を含む表現、

seem [appear] to do

について理解してい

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 

 

Lesson 10 

(6 時間) 

<人権・スポーツ

> 

南アフリカの歴

史を変えたマン

デラとラグビー 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・うまく表現できない

ことがあっても、既

知の語句や文、身振

りを用いるなどして

話そうとしている。 

・ペアワークを通して

様々な音読活動や、

読解活動、リテリン

グ活動を行う。 

・ペアワークにおいて

互いに協力しながら

会話を続けている。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・聞いたり読んだりし

たことについて、そ

の概要や自分の考え

を書いたり話したり

できる。 

・本文の内容をまとめ

て書く。 

・本文に関連する写真

などを用いてリテリ

ング活動を行なう。 

・本文の内容を適切な

表現を用いて要約で

きる。 

・読んだことに基づい

て簡単な表現で自分

の意見を話したり書

いたりすることがで

きる。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

・授業時間を利用して

インタビューテスト

またはスピーキング

テストを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・教材を用いた演習を

行う。 

・語句や表現、文法事

項などの知識を活用

して的確に内容を理

解することができ

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去完了進行形、進

行形の受動態、分詞

構文について理解す

る。 

・教科書本文で用いら

れている意味や用法

を確認する。 

 

・過去完了進行形、進

行形の受動態、分詞

構文について理解し

ている。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



 


